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1は じ め に

岩手県でこれまで育成されたリンドウの切花品種は

7月 下旬咲きから 11月 上旬咲きまで 9品種あり、リ

ンドウ生産は出荷本数、出荷金額ともに日本一となっ

ている。 7月 上、中旬出荷は促成栽培、半促成栽培で

可能であるが、施設導入や連作障害等の問題があり、

普及が進んでいない。また、露地の 7月 出荷は価格の

安い下旬に集中しているのが現状であり、露地栽培で

7月 中旬の東京新盆に対応可能な品種開発が強く望ま

れていた。

そこで、現有の極早生品種「マシリィ」より早い 7

月上中旬開花を目標とした品種開発を行った結果、有

望系統が得られたので報告する。

2青 成 経 過

平成 9年に長野系エゾリンドウから系統選抜により

開花期が早い集団を育成し、母系とした。

平成 11年にその母系に福島系、栃木系等の開花期

の早い系統と組み合わせ交配を行つた。これらの中か

ら開花期の早い 5系統を選抜し、平成 13年から 16年

にかけて特性検定を実施した。

特に開花特性を重点に検定したところ、開花期の点

からは「極々早生 1～ 3」 が有望と考えられた (表 1)。

また、花色、草姿等の形質についても評価を行い (表

2)、 最終的に長野系エゾリンドウ選抜系統を母系と

したものに、福島系エゾリンドウ選抜系統を父系とし

て交配したFl品種である「極々早生 lJが有望であ

ることを確認した。

3 特性の概要
既存品種で最も開花が早い「マシリィ」を対照品種

として評価を行った。当初有望と考えられた 5系統の

主な特性は以下のとおりである (表 2)。

(1)平成 11年交配「極々早生系統」の特性概要

ア 極々早生 1
・開花期は「マシリィJよ り5～ 9日 程度早い。

・草丈は低めであるが、花段数は 4～ 5段である。

・茎の強度は中程度である。

イ 極々早生 2
・開花期は「マシリィJよ り10日 程度早い。

・草丈は大きく、花段数は 5～ 6段と多い。

・茎の強度は中程度で、葉はやや大きい。

ウ 極々早生 3
・開花期は「マシリィJよ り5～ 9日 程度早い。

・草丈は低めで、茎の強度は弱い。

・花段数は4段で、頂花の咲きは遅い。

工 極々早生 4
・開花期は「マシリィ」と同程度～ 1週間早い。

・草丈はやや大きめであるが、茎の強度は弱い。

・花段数は4～ 5段で、頂花の咲きは遅い。

オ 極々早生 5
・開花期は「マシリィ」と同程度～ 1週間早い。

・草丈はやや大きめで、茎の強度は中程度である。

・花段数は 5～ 6段 と多いが花の斑点が多く、頂

花の咲きは遅い。

〈2)「極々早生 1」 の特性

形質等の特性も含めて総合的に判断し、「極々早生

lJを有望系統として選定した。特性は以下のとおり

である (表 3)。

開花期

花

育成地 (北上市)では 7月 3～ 4半旬、「マ

シリィJよ り5～ 9日 早い。

花色は「マシリィ」と同色、花の大きさは

同等である。下段から開花するが、頂花は

咲きやすい。

4～ 5段、「マシリィ」よりやや多い。

95～ 100 Cm、 「マシリィJよ りやや高い。

茎径は「マシリィ」と同等であるが、曲が

りの発生は少なく、茎立数は「マシリィ」

より多い。

「マシリィ」よりやや大きい。

花段数

草 丈
茎

葉
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4最 後 に

品種育成に関してはできる限り早く普及するために

現地実証試験を平行して行つているが、現地の評価も

高い。
「
極々早生 lJが育成されたことにより、 7月 下旬

に集中していた出荷が分散され、 7月 上中旬の出荷量

が増加するとともに、その他の早生系 3品種を地域に

表 1 極々早生各系統の年次別開花期
系 統  年 次  株 齢  開花期

“

千) (月 /日 )

極々早生 1

あわせて組み合わせることにより、新旧盆需要期に安

定した出荷が可能となる。

況在保有 している有望な母系等の選抜、交配組み合

わせ等により、さらに開花の早い品種の育成は可能 と

考えられるので、今後も極々早生系統の育成を継続す

る予定である。

なお、「極々早生 1」 は、平成 17年 7月 に品種登録

中請を行つてお り、 17年度か ら生産者に種苗を供給

している。
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1)全茎数の 50%が頂花まで開花した時期

写真1 「極々早生 lJ

表 2 極々早生系統の特性 (平成 15年 )

系統名  花色※1花段数  花の

斑点

草 丈 茎 径 茎の

(cm)  (lu n) 強度

節間長

(cln)

側枝の

発 生
葉の大きさ

葉 長  葉 幅

極々早生 1 青紫

極々早生 2 青紫
極々早生 3 青紫

生産        loo

少～中 120～ 125

無    100

無   110～ 120

4 - 5

5～ 6

4

征
〔

征
（

錘
小

征
か

錘
¨

44

42

35

41

41

中

中

弓弓

弓弓

中

67

75～ 80

65

55

70

中     中

中～長   中

中～短   中
中   中～広

中～短   中
極々早生 4 青紫  4～ 5

極々早生 5 青紫  5～ 6  中～多

※ 1 ″ヒ色は日本園芸植物標準式表にて判定。コード番号 :8009

の品種特性 (平成 16年 )表 3 「極々早生 lJ

品  種 開花期

(月 半旬)

花色  花段数 草文  節数 茎立数 茎径

(段) (cm) (節 ) (本 ) (nll l) 葉長 葉幅 長 さ 直径 内部 外部
葉の大きさ(m)花冠の大きさ(m)

極々早生 1

マシリィ

7 3

7 5

青紫

青紫

43

42

46    964     203   112

40     920     221    52

1 1     30     47     1 4

84    25     52      1 3

無 少～中

少  少
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